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 鳥取大学地域学部地域政策学科 
1 2011 年度の「地域学総説」では 5 つ目の視点としてそれに「歴史性」が加えられた。 
2 この年度の地域学総説の受講登録者数は 211 名であった。 
地　域　学　論　集　　第　８　巻　　第　３　号（2012）122 地域学論集 8 巻第 3 号(2012) 
 
表１ 2011 年度「地域学総説」授業構成 
■第１部 地域学の視点 
4/13 第１回 柳原邦光（地域学部教員） 「希望の学としての地域学」 
4/20 第２回 光多長温（地域学部教員） 「地域主義の系譜と地域学」 
4/27 第３回 矢野孝雄（地域学部教員） 「地形から地域を読む」 
5/11 第４回 家中 茂（地域学部教員） 「生活のなかから生まれる学問」 
5/18 第５回 仲野 誠（地域学部教員） 「生きられる地域のリアリティ」 
5/25 第６回 児島 明（地域学部教員） 「人の移動から地域を問う」 
6/3   第７回 第１部まとめ 
【第１回目レポート】 
■第２部 歴史性とつながりの回復 
6/8  第８回 柳原邦光（地域学部教員） 「なぜ歴史性なのか―フランス史の事例から―」 
6/15 第９回 岸本 覚（地域学部教員） 「地域意識と歴史性―日本史の事例から―」 
＊6/22  第10回 内山 節（哲学者）    「『里』（ローカリティ）の思想と歴史性」 
＊6/29 第11回 森まゆみ（作家・市民文化活動家） 「まちの暮らしに生きる歴史をみつめて―『谷
根千』の実践から―」 




7/20 第14回 第２部まとめ 
■第３部 全体まとめ 



































































































































































































                                                                
5 第 1 部で講義した本学部の教員たちを指す。 






































                                                                
6 もちろんこれはどちらに「力がある／ない」というように量の次元で序列化するような問題提起ではなく，両
者の「力の質」が異なるのではないか，ということである。 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 「地域学総説」の受講は 3 年次であり，それはそれまでの 2 年間の地域学部での学びを振り返る
きっかけにもなるようだ。ほとんどの学生は地域学を理解して入学してくるわけではない。むしろ
このとらえどころのない学問に戸惑い，不安さえ覚えて大学生活を開始する。 





































































































































































































































 今回のレポートには「地域学総説」が 3 年次で再び全 4 学科が一堂に会して学ぶ機会であること
に関する記述も多かった。それらは，概ね，自分とは専門を異にする同級生たちと同じ教室で共に
学ぶ機会の重要性を語っていた。地域学部では 1 年次に入学してすぐ 4 学科合同の「地域学入門」
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